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活性は，負荷開始後１, ７, １４, ２１, ２８, ３５, ４２, ５６日目に，PET像を撮像し骨代謝活性の経時的変化を観察
した。インプラント周囲骨における骨代謝活性の評価は，近位のインプラント周囲骨に３次元の関心
領域（VOI）を設定して１８F-の集積値をカウントし，インプラント周囲骨の骨代謝活性をStandardized 
Uptake Value（SUV）として算出し，評価した。
本研究から，すべてのテスト群において、術後７日目まで骨代謝活性が大きく上昇し，その後は
徐々に下降しプラトーに達すること，その際，２８日目までは有意な高活性を示すが，３５日目以降は有
意差が観察されないこと，またIL群の方がNL群よりも代謝活性の収束が早まることが示された。後
者の知見は従来の研究で骨シンチを用いて得た評価と相反するものであるが、トレーサーの骨への集
積時期の違いによるものと考えられ、即時荷重は幼弱な段階の骨組織の代謝の収束を早め、晩期新生
骨の代謝を活性化する骨組織の石灰化促進作用を持つ可能性が示された。 これら本論文の知見は，
インプラント周囲骨のメカニカルストレスに対する応答性がオッセオインテグレーション獲得過程の
時期により異なることを示し，即時荷重の指針となるものである。よって本論文は，博士（歯学）の
学位に相応しい論文と判断する。
